
会場 主テーマ
①

7/18（⼟）10:40-11:10
②

7/18（⼟）11:20-11:50
③

7/18（⼟）12:00-12:30
④

7/19（⽇）10:10-10:40
⑤

7/19（⽇）10:50-11:20
⑥

7/19（⽇）13:00-13:30
⑦

7/19（⽇）13:40-14:10
⑧

7/19（⽇）14:20-14:50

Small Talk における教師の発話向上を促進するテスト開発に向けて
―関連⽂書と授業動画分析に基づく⽬標領域の検討―

教職課程における⼤学教員のフィードバック設計
―スキャフォルディングストラテジーに基づく教師の英語使⽤に関する指
導―

⼩学校外国語専科教員の英語使⽤量の実態
―1⼈の中堅教師に焦点を当てて―

児童にエンゲージメントが得られる⼩学校英語の授業作りに
向けての研究
―教員養成⼤学での学⽣への指導から―

相⼿を意識することから始まる学び
―教員養成における⼤学⽣と⼩学⽣の交流実践 -

授業後リフレクション記述の分析枠組み
―初等英語科教育法におけるnoticing 変容の可視化―

学⽣の外国語科授業⽀援からの⼩中連携への⽰唆
―中・⾼英語教員志望の振り返り分析―

⽇本語と英語の⽐較を通したメタ⾔語意識の変容とその実態について
―⼩学校教職課程学⽣を対象とした⾃由記述タスク分析から―

久保佑輔・川村拓也・伊東哲・町⽥伊⽞・菊原健吾 ⼩柴和⾹ 宮崎太樹 ⾼⽊浩志 五⼗嵐浩⼦・狩野晶⼦・根本孝⼥・⿊⽊愛 樫本洋⼦ 階⼾陽太 三好徹明

話すこと〔やり取り〕における介⼊型ダイナミック・アセスメントの
試み
―教授的媒介が児童の理由表現の発達に与える影響―

⼦どもが話せるようになるための実践
―⼦どもに無理なく4技能を育む「7つの⾔語経験順」を通して―

⼩学⽣の英語発話に関わる情意の多⾯的構造
―発話への関与と個⼈差に着⽬して―

⼩学校外国語教育における⾔い換え可能性の検討
―影響要因・変容および指導構造に着⽬して―

「本物」の⾔語活動の理論的構築に向けて
―学習指導要領改訂の議論を踏まえて ―

感情の共有を⽬指した⾔語活動の⼯夫
―教師のモデルと児童のゴール設定―

⼩学校外国語科における発信活動の質的変容
―地域連携による実在の課題設定を通して―

千葉開府900 年記念⾏事と関連付けた社会発信の試み
―公共掲⽰という⽂脈に着⽬した質的研究―

古賀真也・吉⽥達弘 ⽔野浩廉 伊藤扇 中垣州代 阿部巧・堀江恒祐 乗富智⼦・滝沢雄⼀ 中岡正年 ⾼橋奈央⼦

体系的なフォニックス指導が⼩学校⾼学年の児童の英単語の綴り字の
筆記能⼒に与える影響
―授業内帯活動による7 か⽉間の縦断的検証―

公⽴⼩学校外国語活動におけるシンセティック・フォニックス指導
―3 年⽣における⾳素指導との連動に焦点を当てて―

⼩学校⾼学年における英語⾳韻認識指導の導⼊時期の検討
―5・6年⽣の⾳・⽂字対応知識と初期読み能⼒に基づく分析―

⼩学⽣のアルファベット知識の実態
―⽂字同定・⽂字筆記・⾳素認識課題による検討―

⽇本語と英語の書字のつまずきの連鎖と⽀援
―学年縦断的・教科横断的な分析を通して―

＜JES共同研究委員会による研究発表＞

⼩学校外国語科における「読むこと」「書くこと」の指導⽅法の提案
―ホール・ランゲージを軸とした指導と評価―

児童はアルファベットをどのように習得していくのか
―⼩学校⾼学年の誤答分析から探る習得のプロセス―

⼩学校外国語科における四線の幅の⽐率と児童の認識
―児童の書字に対する⾃⼰評価と好みの傾向に基づいて―

蓼原誠 沖本美佳・松宮奈賀⼦ 池⽥周 物井尚⼦・折原俊⼀・橋⼝奈央⼦ 村尾亮⼦・⼤⾕みどり 奥平明⾹・⾚沢真世 油布茂⼦ ⿑藤愛

⼩学校英語から中学校英語への接続に関する実証的研究
―第6学年児童は中学校第1学年の英語教科書をどの程度
読解できるのか―

アルファベットの⾳読みは誰が担うのか
―⼩学校教員・中学校教員・中学1 年⽣の認識のずれ―

＜JES共同研究委員会による研究発表＞

中学校へつなぐ「読むこと」の基盤形成
―「語のかたまり」への気づきを通して―

児童の⾃⼰効⼒感を⾼める⼩中接続を⽬指した読み書きの基礎づくり
―多感覚を⽤いたジョリーフォニックスの実践―

児童全員が「できる」ようになる新しい⼩学校英語
―科学的知⾒をカリキュラムと指導に取り⼊れた
和歌⼭県⾼野町モデル ―

中学校第3学年の英作⽂指導中に⾒られる初歩的な誤使⽤を点検し
⽣徒が⾃発的に修正できるようにする指導法の検討
―⼩学校英語教育への⽰唆―

中学校英語への接続を意識した6 学年末の授業開発と実践
―児童の認識を踏まえて―

⼩中学校英語検定教科書における学習⽅略の分析・⽐較
―『情報活⽤能⼒ベーシック』の5 つの学習プロセスを枠組みとした
⼩中接続への⽰唆―

⾼橋博将 ⽻⼭恵・⾼橋博将・勝呂奈緒・中村恵美 ⽥中真理 ⼭下桂世⼦・⼩島智⼦・⽥村公⼦ 河合千尋・⼭下桂世⼦ 尼寺圭悟・佐藤玲⼦・久埜百合 及川いずみ・⽯森広美 加藤拓由

⼩学校外国語科におけるPOPPA の学術的位置づけ
―POPP シートによる「学習としての評価」の促進と技能習得の効果―

絵MET で測る児童の英語⼒と英語好き・嫌いの相関について
―絵MET3回の実施結果―

「主体的に学習に取り組む態度」の質問紙の開発とその有⽤性
デジタル(情報活⽤能⼒)Can-Do 評価尺度試案の作成と活⽤
―2 つの⼩学校英語授業実践を通して―

⼩学校外国語科における「聞くこと」の「知識・技能」に関する
アウトカム指標の改良
―5 年⽣と6 年⽣の違いは⾒られるか―

児童の主体的選択を基盤とした教師の⽀援と児童の認識
―学習場⾯に応じたデジタルと紙の教科書の選択に着⽬して―

⼩学校英語教育における⾃律的な学びのための形成的評価を⽀援する
eポートフォリオ汎⽤テンプレートの開発
―Google スプレッドシートを活⽤したe ポートフォリオの試作―

⼩学校英語教育における保護者の成果観と評価枠組み
―外部英語教育経験をもつ家庭の語りから―

堀江恒祐 清⽔万⾥⼦ 堀⽥誠・物井尚⼦・酒井英樹・亘理陽⼀ 泉惠美⼦・⻑沼君主・幡井理恵・⼤江太津志 亘理陽⼀・内野駿介・⼩⽊曽智⼦・酒井英樹・⻑沼君主
草薙邦広・⼯藤洋路 ⽯森広美・佐藤憧佳 ⼤⽥亜紀・倉⽥伸・内⽥綾・友池奈緒・⼤村由布⼦ ⼭村真由美

英検Jr.を⽤いた複式4年⽣の「聞くこと」の学⼒調査
―「圧縮版指導計画」に基づく指導を受けた児童の学⼒―

⼩学3~6年⽣の⾳素・⾳韻認識
―⾳素・⾳韻認識テストからわかる学年ごとの特徴―

A New Method for Learning English Phonemes
復唱課題が⾳声指導において果たす役割の検討
―公⽴⼩学校5・6年⽣の発話の⾳響分析を通して―

⾼学年児童のリスニング能⼒発達プロセスの解明
―2 年間にわたる児童のディクテーション回答分析を通して―

⾼学年児童の英語⾳素知覚と英語学習に対する苦⼿意識の特徴
―英語基礎スキル検査バッテリーと質問紙から―

⼩学3年⽣の⾳声および⽂字による英単語認知の実態
̶綴りと⾳の対応規則の複雑性に着⽬して̶

ストーリーと組み合わせた⾳韻認識育成の効果
―児童の振り返りと遅延テスト結果の分析―

⼤野恵理 橋⼝奈央⼦ YUZAWA Nobuo 近藤蓮太 名渕浩司 河合裕美・宮⽑俊紀 渡邉新菜 ⽥縁眞⼸・オーガスティン真智・本⽊千沙⼦・池⽥周

外国語教育の⾔語活動における「その場に応じた」指導⽅法の探究
―⽣成AI を活⽤した個別最適・協働的なインタラクション・タスクと
指導、流暢性の測定を通して―

学級担任による⽣成AI を活⽤した⼩学校外国語科の事例研究 ⼩学校外国語指導教員の⽣成AI 活⽤に関する調査
オンライン国際交流を⽀援するAI・ALT の開発と検証
̶RAG を実装したAI の開発とLLM によるSentiment Analysis による
分析̶

⽣成AI を活⽤したプロジェクト学習の実践
―帯活動として実施した⽣成AI キャラクター制作プロジェクト―

⼩学校外国語科における即興でやり取りする⼒を⾼める指導の⼯夫
―⽣成AI による絵本を活⽤したSmall Talk を通して―

＜JES共同研究委員会による研究発表＞

⽣成AI を活⽤した協働的学びの設計
―⼩学校英語における発話量と質・主体性の向上を⽬指して―

AI 時代の英語教師の役割とは?
―スクールAI の活⽤による教師の変容―

和⽥繁 ⼤⾥弘美 丹藤永也・丹藤慧也・丹藤志希保 ⾦⼦淳・サコラヴスキージェシー・井上⼤ 芝茉莉花 森下聡太 佐橋恵⼦ 阿部始⼦・中村⾹・永島悠⼀・⾼⼭芳樹・今井⿇紀

ALT の視点から⾒た⼩学校英語のティーム・ティーチング
―授業前・授業中・授業後における協働の実態と課題―

⽇本⼈英語指導助⼿の活動を⽀える認識と実践
―ギャップと傾向に着⽬して―

⼩学校英語授業における効果的な授業デザインと連携
―ALT の視点から―

⼩学校外国語担当教員のための「教師英語」のトレーニング
―教師によるスモール・トークとティーム・ティーチングの
打ち合わせを例に―

専科教員として取り組む⼩学校英語教育
―学級担任やALT とともに―

複式学級における⼩学校英語教育の課題改善に関する検討
―指導体制、シラバス、教員意識の分析を通して―

＜JES共同研究委員会による研究発表＞

⼩学校英語の指導者に求められる資質とは
―教師の認識と現場の観察に基づく考察―

⼩学校外国語専科教員における⾃⼰調整学習に対する認識と実践
―授業観察とインタビューに基づく質的分析―

町⽥智久 折井⿇美⼦ 菊地朋⼦ 池野修 梶本朋⼦ ⼤⽥亜紀・中村典⽣・⼤村由布⼦・前⼭悠希 ⽬⿊沙也⾹ 濱多広夢・池⽥真⽣⼦

英語絵本を起点とした交流授業から単元への展開
―異⽂化間市⺠性の育成を⽬指して―

フィンランドの⼩学⽣はどのように英語と関わっているのか
―Extramural English と英語授業との関連―

国際バカロレアのデザインで作る外国語科授業
―⼩学校での授業提案―

⼩中接続期における教師と学習者の発話機能⽐較
―同⼀学習者の英語授業を対象として―

中学校英語スコア低下はなぜ⽣じたのか?
―⼩中接続の観点から「経年変化分析調査」結果の考察―

⼩学校外国語科の成果に対する教員意識の構造
―GTA に基づく質問紙の開発と校種間⽐較―

国際交流活動における外国語科としての授業づくりを⽬指して
―これまでの実践からの省察―

中⼭夏恵・⿊⽊愛 ⽶崎⾥・向井美菜⼦ ⽊⽴浩平 村⽥琴美・志村昭暢 ⻫⽥智⾥・関⼝友⼦ 志村昭暢・村⽥琴美 中村⾹・⾼橋光世

⼩学校外国語科におけるグローバルな視点を育む実践研究
―CLIL と国際理解教育の視点から紐解く児童の⻑期的成⻑―

CLIL に基づく⼩学校外国語科と理科のカリキュラム開発
―⼩学校第5 年を対象として―

教科横断的な英語の授業での絵本の活⽤
―担任,英語専科,理科専科が選ぶ「科学絵本」―

外国籍プロスポーツ地域⼈材を活⽤した⼩学校体育における
Hard CLIL 実践の効果とその可能性
―体育と英語の技能⾯と情意⾯の伸⻑に焦点をあてた⽐較検証―

Plurilingual CLIL におけるTransculturality(多層⽂化)が引き出す
⼦どものEmergent Language
―⽇本・台湾・カナダでの授業実践から―

台湾におけるバイリンガル教育政策の検討
―台中市の国⺠⼩学校2校のCLIL授業を事例として―

中陽佑 ⻑沼久美⼦ 相⽥眞喜⼦・永井雅⼦ 瀧本哲弘 柏⽊賀津⼦ ⼆五義博

外国語指導担当教員の観察に基づく児童の英語学習時の問題要因
⼩学校の特別⽀援学級の⾃⽴活動の時間における外国語活動
―通常の学級での授業参加を視野に⼊れた活動―

「伝えたい」気持ちを「⾃分の⾔葉」で伝える授業の展開
―ユニバーサルデザインの視点から―

外国語学習の理論をいかす他教科・領域の学び
―「インテイク」に着⽬した児童の表現⼒育成の試み―

情報活⽤能⼒の萌芽を外国語活動の視点で探る
―特別⽀援学級での実践から―

⼩学校低学年児童の英語学習に対する情意⾯の特徴
―英語イマージョン校における事例―

⼩・⼩連携を基盤とした⾮同期型動画交流における⼩学⽣の
英語コミュニケーション意欲(WTC)と情意変容
―「集団から個へのフォーカス変容」に着⽬した混合研究法的検討―

中学⽣との⼿紙交流を取り⼊れた⼩学校外国語授業の実践報告
―英語で伝えたい相⼿がいると、⼦どもはどう変わるか―

⽥中真紀⼦・河合裕美 川﨑育⾂ 村⼭恭⼦ ⼤根史之・辻章・⽥⼭享⼦ ⼤江太津志 佐藤貴弘 阿部雅也・永島悠⼀ 岡⽥ひとみ

領域間のつながりと段階的指導を意識した「書くこと」の授業実践 Teacher Talk のやり取りの有無が⽂構造の気づきに与える影響
児童の⼿書き⽂字に対する訂正フィードバック
―指導者によるフィードバック事例の収集と分類―

⽂構造への気づきを促す指導実践例の収集と整理
英語の語順を⽇本語と対⽐して明⽰的に指導する効果
―外国語科と国語科のCLIL 授業の可能性―

「有意味反復練習」における「条件提⽰⽂」の分類と考察
―公⽴⼩学校専科教員の指導計画に着⽬して―

⼩学校5年⽣の⽂構造への気づきを「話すこと(発表)」へ繋げる実践
―ワークシートの効果的な活⽤―

学⽣が振り返る⼩中学校英語の接続
―混乱を防ぐためのクッション活動の実践―

⻄村⽇那・鈴⽊渉 平⼭伸正 ⼩⽵空翼・伊東哲 来住野実咲・平⼭伸正・⽯⽑隆史・中⽥葉⽉・内野駿介
⼩⽵空翼・宮⽑俊紀・髙橋あさ美 渡部靖徳・⼆五義博 藤井和樹・⼤⽯弥歩 渡邊宏美 間中和歌江

公⽴⼩学校の学級担任による英語絵本読み聞かせの実践
―推測⼒育成を⽬指したALT との連携―

Flat Stanley Project を⽤いた教材開発の試み
―児童のWTC につながる「読むこと」「書くこと」に着⽬して―

EFL環境にある⼩学校低学年（1年⽣−3年⽣）の語彙学習
―絵による視覚情報の学習効果―

児童の主体性を育む校内レシテーションコンテストの実践研究
―「⾃分が選ぶ」絵本の読み聞かせを通して―

⼩学⽣の英語語彙⼒および読解不安と学校外要因の関係
―構造⽅程式モデリングによる検討―

Learning Strategies in the Authorized English Language Textbooks in
Taiwan: Focusing on the continuity between elementary and junior
high schools

英語絵本の⾳読活動を通した⾼学年児童の技能発達
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